
介護職員等特定処遇改善加算について

当法人では 2019 年 10 月から創設された介護職員等特定処遇改善加算（以下、特定加算）
による収入を全事業所共通の以下のルールにより介護職員に対し特定処遇手当として配分
しております。

○概要
１．
介護福祉士として当法人での 10 年以上の経験のある介護職員（(1)グループ）に、従来の
介護職員手当に上乗せして特定処遇手当を支給します。
２．
10 年に満たない介護福祉士や 10 年以上の経験があるが介護福祉士の資格を取得してい
ない介護職員については(2)グループとし、(1)グループの概ね半分以下の手当を上乗せ支給
します。
３．
介護職員以外の看護や栄養士などの職種については(3)グループとし、特定加算を財源とす
る手当として(2)グループの 1/2 以下の割合で配分します。ただし、前年の総支給額が 440 
万円を超える場合は対象外とします。
４．
年収 440 万円または月額 8 万円以上の給与改善を行う介護職員を支給要件に従い設定し
ます。手当による改善には法定福利費の上昇の事業所負担分を含んでいます。
５．
上記費用の残額については、特定加算の配分要件に従って、上記金額を(1),(2),(3）グルー
プ内でそれぞれの経験や能力に応じて傾斜配分し支給します。


